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第 １ 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 景 観 法 （ 平 成 １ ６ 年 法 律 第 １ １ ０ 号 。 以 下

「 法 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 及 び そ の 他 景 観 づ く

り に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 山 里 文 化 の 風 景 は 村

民 共 有 の 資 産 で あ る と い う 認 識 の も と 、 良 好 な 農 山 村 と し て の

自 然 景 観 を 次 世 代 に 継 承 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 基 本 理 念 ）  

第 ２ 条  高 山 村 の 山 里 文 化 に よ っ て 形 成 さ れ た 良 好 な 景 観 は 、 利

便 性・経 済 性・効 率 性 を 追 求 し た 都 市 に は な い 魅 力 が あ る た め 、

村 民 だ け で な く 、都 市 の 住 民 に と っ て「 住 み た く な る ｣「 ま た 訪

れ た く な る 」 と い っ た 魅 力 を 感 じ さ せ て く れ る 。 村 民 は 、 こ の

よ う な 良 好 な 景 観 を 保 全 し な が ら 、 豊 か な 生 活 環 境 の 創 造 、 及

び 個 性 的 で 活 力 あ る 地 域 社 会 を 実 現 し 、 次 世 代 へ 継 承 す る 。  

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ３ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ

れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(1) 景 観 む ら づ く り  高 山 村 内 に お け る 良 好 な 景 観 を 守 り 、 創

り 、 育 て る 取 り 組 み を い う 。  

(2) 建 築 物  建 築 基 準 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ０ １ 号 ） 第 ２ 条

第 １ 号 に 規 定 す る 建 築 物 を い う 。  

(3) 工 作 物  土 地 ま た は 建 築 物 に 定 着 す る 工 作 物 の う ち 建 築 物

及 び 広 告 物 以 外 の も の を い う 。  



(4) 広 告 物  屋 外 広 告 物 法 （ 昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ ８ ９ 号 ） 第 ２

条 第 １ 項 に 規 定 す る 屋 外 広 告 物 及 び こ れ を 掲 出 す る 物 件 を い

う 。  

(5) 建 築 物 等  建 築 物 、 工 作 物 及 び 広 告 物 を い う 。  

（ 村 の 責 務 ）  

第 ４ 条  村 は 、 第 ２ 条 に 定 め る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い

う 。 ） に の っ と り 、 良 好 な 景 観 形 成 を 推 進 す る た め 必 要 な 施 策

を 策 定 し 、こ れ を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 実 施 し な け れ ば な ら な い 。 

２  村 は 、 前 項 の 施 策 の 策 定 及 び そ の 実 施 に 当 た っ て は 、 村 民 及

び 事 業 者 の 意 見 を 反 映 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

３  村 は 、 建 築 物 の 建 築 等 及 び 公 共 施 設 の 整 備 を 行 う と き は 、 良

好 な 景 観 の 形 成 に 先 導 的 な 役 割 を 果 た す よ う 努 め な け れ ば な ら

な い 。  

４  村 は 、 村 民 及 び 事 業 者 の 良 好 な 景 観 に 関 す る 意 識 の 高 揚 を 図

る た め 、 知 識 の 普 及 そ の 他 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、 村 民

及 び 事 業 者 の 良 好 な 景 観 の 形 成 に 資 す る 活 動 を 支 援 す る よ う 努

め な け れ ば な ら な い 。  

（ 村 民 の 責 務 ）  

第 ５ 条  村 民 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 自 ら が 景 観 を 形 成 す る 主

体 で あ る こ と を 認 識 し 、 良 好 な 景 観 の 形 成 に 積 極 的 な 役 割 を 果

た す よ う 努 め る と と も に 、 村 が 実 施 す る 良 好 な 景 観 の 形 成 に 関

す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 事 業 者 の 責 務 ）  

第 ６ 条  事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 自 ら が 景 観 を 形 成 す る

主 体 で あ る こ と を 認 識 し 、 そ の 事 業 活 動 に 関 し 良 好 な 景 観 の 形

成 に 積 極 的 な 役 割 を 果 た す よ う 努 め る と と も に 、 村 が 実 施 す る

良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な

ら な い 。  

第 ２ 章  景 観 計 画  

（ 景 観 計 画 の 策 定 ）  

第 ７ 条  村 長 は 、 良 好 な 景 観 の 形 成 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す

る た め 、景 観 計 画（ 法 第 ８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 景 観 計 画 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） を 定 め る も の と す る 。  

２  村 長 は 、 景 観 計 画 を 定 め よ う と す る と き は 、 村 民 の 意 見 を 反

映 さ せ る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  



３  前 項 の 規 定 は 、 景 観 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。  

（ 景 観 重 点 地 区 の 指 定 等 ）  

第 ８ 条  村 長 は 、 重 点 的 に 景 観 形 成 を 推 進 す る こ と を 目 的 と し て

景 観 重 点 地 区 を 指 定 す る こ と が で き る 。  

２  村 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 景 観 重 点 地 区 を 指 定 し よ う と す る

と き は 、 あ ら か じ め 当 該 地 区 の 住 民 の 意 見 を 聴 く と と も に 、 高

山 村 景 観 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  

３  村 長 は 、 景 観 重 点 地 区 を 指 定 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ

め そ の 旨 を 公 告 し 、 そ の 案 を 当 該 公 告 の 日 か ら ２ 週 間 公 衆 の 縦

覧 に 供 さ な け れ ば な ら な い 。  

４  前 項 の 規 定 に よ る 公 告 が あ っ た と き は 、 当 該 地 区 の 住 民 及 び

利 害 関 係 人 は 、 同 項 の 縦 覧 期 間 満 了 の 日 ま で に 、 縦 覧 に 供 さ れ

た 案 に つ い て 、 村 長 に 意 見 書 を 提 出 す る こ と が で き る 。  

５  村 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 意 見 書 が 提 出 さ れ た 場 合 に は 、 そ

の 要 旨 を 高 山 村 景 観 審 議 会 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

６  村 長 は 、 景 観 重 点 地 区 を 指 定 し た と き は 、 そ の 旨 及 び そ の 区

域 を 告 示 し な け れ ば な ら な い 。  

７  指 定 は 前 項 の 規 定 に よ る 告 示 の 日 の 翌 日 か ら そ の 効 力 を 生 じ

る 。  

８  第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 及 び 第 ６ 項 の 規 定 は 、 景 観 重 点 地 区 等 の 解

除 及 び 変 更 に つ い て 準 用 す る 。  

（ 景 観 計 画 の 適 合 ）  

第 ９ 条  法 第 １ ６ 条 第 １ 項 各 号 に 規 定 す る 行 為 を 行 お う と す る 者

は 、 当 該 行 為 を 景 観 計 画 に お け る 景 観 形 成 基 準 に 適 合 さ せ る よ

う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

第 ３ 章  事 前 相 談  

（ 事 前 相 談 ）  

第 １ ０ 条  法 第 １ ６ 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 に 規 定 す る 行 為 を 行 お う

と す る 者 は 、 あ ら か じ め 村 長 に 相 談 す る も の と す る 。  

第 ４ 章  行 為 の 届 出 等  

（ 届 出 が 必 要 な そ の 他 の 行 為 ）  

第 １ １ 条  法 第 １ ６ 条 第 １ 項 第 ４ 号 の 規 定 に よ り 、 こ の 条 例 で 定

め る 行 為（ 以 下 こ の 条 に お い て「 そ の 他 の 行 為 」と い う 。）は 、

次 に 掲 げ る 行 為 と す る 。  

(1) 土 地 の 開 墾 、 土 石 の 採 取 、 鉱 物 の 掘 採 、 及 び そ の 他 の 土 地



の 形 質 の 変 更  

(2) 木 竹 の 伐 採  

(3) 屋 外 に お け る 土 石 、 廃 棄 物 、 再 生 資 源 、 及 び そ の 他 の 物 件

の 堆 積  

２  法 第 １ ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る そ の 他 の 行 為 の 届 出 は 、 規 則

で 定 め る 図 書 を 添 付 し て 行 う も の と す る 。  

（ 届 出 を 要 し な い 行 為 ）  

第 １ ２ 条  法 第 １ ６ 条 第 ７ 項 第 １ １ 号 の 規 定 に よ り 、 こ の 条 例 で

定 め る 行 為 は 、 別 表 に 定 め る 行 為 と す る 。  

（ 助 言 、 指 導 、 勧 告 及 び 事 実 の 公 表 ）  

第 １ ３ 条  村 長 は 、 法 第 １ ６ 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 届

出 が あ っ た と き は 、 当 該 届 出 を し た 者 に 対 し 、 必 要 な 助 言 又 は

指 導 を す る こ と が で き る 。  

２  村 長 は 、 法 第 １ ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 者 が 当

該 勧 告 に 従 わ な い と き は 、 そ の 事 実 を 公 表 す る こ と が で き る 。  

（ 特 定 届 出 対 象 行 為 ）  

第 １ ４ 条  法 第 １ ７ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 特 定 届 出 対 象 行 為 は 、 法

第 １ ６ 条 第 １ 項 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 に 掲 げ る 行 為 の う ち 、 第 １ ２

条 に 該 当 し な い 行 為 の す べ て と す る 。  

（ 変 更 命 令 等 の 手 続 ）  

第 １ ５ 条  村 長 は 、 法 第 １ ７ 条 第 １ 項 又 は 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 命

令 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 高 山 村 景 観 審 議 会 の 意 見

を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  

第 ５ 章  景 観 重 要 建 造 物 等  

（ 景 観 重 要 建 造 物 及 び 景 観 重 要 樹 木 の 指 定 の 手 続 ）  

第 １ ６ 条  村 長 は 、 法 第 １ ９ 条 第 １ 項 又 は 法 第 ２ ８ 条 第 １ 項 の 規

定 に よ る 景 観 重 要 建 造 物 又 は 景 観 重 要 樹 木 の 指 定 を し よ う と す

る と き は 、 あ ら か じ め 、 そ の 所 有 者 及 び 権 原 に 基 づ く 占 有 者 の

同 意 を 得 る と と も に 、 高 山 村 景 観 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば

な ら な い 。  

２  村 長 は 、景 観 重 要 建 造 物 又 は 景 観 重 要 樹 木 を 指 定 し た と き は 、

そ の 旨 を 告 示 し な け れ ば な ら な い 。  

３  前 ２ 項 の 規 定 は 、 景 観 重 要 建 造 物 又 は 景 観 重 要 樹 木 の 指 定 の

変 更 又 は 解 除 に つ い て 準 用 す る 。  

（ 助 成 又 は 援 助 ）  



第 １ ７ 条  村 長 は 、 法 第 ４ ６ 条 の 規 定 に よ る 求 め が あ っ た 場 合 に

お い て 、 景 観 重 要 建 造 物 又 は 景 観 重 要 樹 木 の 保 存 の た め に 必 要

が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 所 有 者 に 対 し 助 言 を 行 い 、 又 は 技

術 的 援 助 若 し く は 保 存 に 要 す る 経 費 の 助 成 を す る こ と が で き る 。 

第 ６ 章  自 主 的 活 動 の 支 援  

（ 景 観 む ら づ く り 団 体 の 認 定 ）  

第 １ ８ 条  村 長 は 、 一 定 の 区 域 内 に お い て 、 良 好 な 景 観 の 形 成 を

図 る こ と を 目 的 と す る 村 民 が 構 成 す る 団 体 を 景 観 む ら づ く り 団

体 と し て 認 定 す る こ と が で き る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 受 け よ う と す る 団 体 は 、 村 長 に 申 請

し な け れ ば な ら な い 。  

３  村 長 は 、 景 観 む ら づ く り 団 体 が 第 １ 項 の 要 件 に 該 当 し な く な

っ た と 認 め る と き 、 そ の 他 景 観 む ら づ く り 団 体 と し て 適 当 で な

い と 認 め る と き は 、 そ の 認 定 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

（ 景 観 む ら づ く り 団 体 に 係 る 助 成 等 ）  

第 １ ９ 条  村 長 は 、 景 観 む ら づ く り 団 体 に 対 し 、 情 報 の 提 供 、 学

習 機 会 の 提 供 、 技 術 的 援 助 を 行 い 、 又 は そ の 活 動 に 要 す る 経 費

の 一 部 を 予 算 の 範 囲 内 に お い て 助 成 す る こ と が で き る 。  

（ 景 観 む ら づ く り 協 定 ）  

第 ２ ０ 条  村 長 は 、 村 民 又 は 土 地 所 有 者 等 が 良 好 な 景 観 の 形 成 に

関 す る 住 民 協 定 を 締 結 し た 場 合 に お い て 、 そ の 内 容 が 地 域 の 良

好 な 景 観 の 形 成 の 推 進 に 資 す る も の で あ る と 認 め る と き は 、 当

該 協 定 を 景 観 む ら づ く り 協 定 と し て 認 定 す る も の と す る 。  

２  村 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 景 観 む ら づ く り 協 定 を 認 定 し た と

き は 、 そ の 概 要 を 公 表 す る も の と す る 。  

（ 景 観 む ら づ く り 協 定 に 係 る 助 成 又 は 援 助 ）  

第 ２ １ 条  村 長 は 、 法 第 １ ９ 条 第 １ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 法 第

８ １ 条 の 規 定 に よ る 景 観 協 定 の 締 結 、 法 第 １ ９ 条 第 ２ 項 の 規 定

に よ る 景 観 む ら づ く り 協 定 の 締 結 、景 観 む ら づ く り 団 体 の 活 動 、

及 び そ の 他 の 良 好 な 景 観 の 形 成 に 著 し く 寄 与 す る と 認 め る 行 為

に 対 し 、 必 要 な 助 言 を 行 い 、 又 は 技 術 的 援 助 若 し く は こ れ ら に

要 す る 経 費 の 助 成 を す る こ と が で き る 。  

（ 表 彰 ）  

第 ２ ２ 条  村 長 は 、 優 れ た 景 観 の 形 成 に 寄 与 し て い る と 認 め る 建

築 物 等 に つ い て 、 そ の 所 有 者 、 設 計 者 、 及 び 施 工 者 等 を 表 彰 す



る こ と が で き る 。  

２  村 長 は 、 優 れ た 景 観 の 形 成 に 貢 献 し て い る と 認 め る 団 体 等 を

表 彰 す る こ と が で き る 。  

３  村 長 は 、 前 ２ 項 の 規 定 に よ り 表 彰 し よ う と す る と き は 、 あ ら

か じ め 、 高 山 村 景 観 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  

第 ７ 章  景 観 審 議 会  

（ 設 置 ）  

第 ２ ３ 条  良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 調 査 及 び 審 議

す る た め 、 高 山 村 景 観 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 会 」 と い う 。 ） を 置

く 。  

（ 所 掌 事 務 ）  

第 ２ ４ 条  審 議 会 は 、 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 村 長 の 諮 問

に 応 じ 、 良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 す る 事 項 に つ い て 調 査 及 び 審 議

す る 。  

（ 組 織 等 ）  

第 ２ ５ 条  審 議 会 は 、 委 員 １ ０ 人 以 内 で 組 織 す る 。  

２  委 員 は 、 次 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 村 長 が 委 嘱 す る 。  

(1) 村 議 会 議 員  

(2) 学 識 経 験 を 有 す る 者  

(3) そ の 他 村 長 が 必 要 と 認 め る 者  

３  委 員 の 任 期 は 、 ２ 年 と し 、 再 任 さ れ る こ と を 妨 げ な い 。 た だ

し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

（ 会 長 及 び 副 会 長 ）  

第 ２ ６ 条  審 議 会 に 、 会 長 及 び 副 会 長 各 １ 人 を 置 き 、 委 員 の 互 選

に よ り こ れ を 定 め る 。  

２  会 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 審 議 会 を 代 表 す る 。  

３  副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 が あ る と き は 、 そ の 職

務 を 代 理 す る 。  

（ 会 議 ）  

第 ２ ７ 条  審 議 会 は 、 会 長 が 招 集 し 、 会 長 が 会 議 の 議 長 と な る 。  

２  審 議 会 は 、 委 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば 、 会 議 を 開 く こ と

が で き な い 。  

３  会 議 の 議 事 は 、 出 席 委 員 の 過 半 数 で 決 定 し 、 可 否 同 数 の と き

は 、 議 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。  

第 ８ 章  雑 則  



（ 委 任 ）  

第 ２ ８ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し

必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

 

附  則  

こ の 条 例 は 、 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 表 （ 第 １ ２ 条 関 係 ）  

１  次 に 掲 げ る 建 築 物 の 新 築 、 増 築 、 改 築 若 し く は 移 転 、 及 び 外

観 を 変 更 す る こ と と な る 修 繕 若 し く は 模 様 替 え 又 は 色 彩 の 変 更  

(1) 農 地 の 転 用 を 伴 わ な い 住 居 の 建 築  

(2) 高 さ が １ ０ ｍ 以 下 又 は 延 べ 面 積 が １ ,０ ０ ０ ㎡ 以 下 の も の  

２  次 に 掲 げ る 工 作 物 の 新 設 、 増 築 、 改 築 若 し く は 移 転 、 及 び 外

観 を 変 更 す る こ と と な る 修 繕 若 し く は 模 様 替 え 又 は 色 彩 の 変 更  

(1) 次 の 用 途 に 供 す る 施 設 で 高 さ が １ ０ ｍ 以 下 又 は 築 造 面 積 が

１ ,０ ０ ０ ㎡ 以 下 の も の  

ア  煙 突 、排 気 塔 、鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 柱 、鉄 柱 、高 架 水 槽 、

物 見 塔 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の  

イ  観 覧 車 、 飛 行 塔 、 メ リ ー ゴ ー ラ ン ド 、 ウ ォ ー タ ー シ ュ ー

ト 、 コ ー ス タ ー そ の 他 こ れ ら に 類 す る 遊 戯 施 設  

ウ  コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト 、 ア ス フ ァ ル ト プ ラ ン ト そ の 他 こ

れ ら に 類 す る 製 造 施 設  

エ  石 油 、 ガ ス 、 飼 料 等 の 貯 蔵 施 設  

オ  汚 物 処 理 施 設 、 ご み 処 理 施 設 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設  

カ  自 動 車 車 庫 の 用 途 に 供 す る 立 体 的 な 施 設  

キ  彫 像 、 記 念 碑 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の  

(2) 広 告 塔 、 広 告 板 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の で 高 さ が ８ ｍ 以

下 又 は 表 示 面 積 が ８ ㎡ 以 下 の も の  

(3) 擁 壁 、 柵 、 塀 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の で 高 さ が ５ ｍ 以 下

の も の  

(4) 電 気 供 給 の た め の 電 線 路 、 有 線 電 気 通 信 の た め の 線 路 、 そ

の 他 こ れ ら に 類 す る も の で 高 さ が １ ５ ｍ 以 下 の も の  

(5) 無 線 局 で 高 さ が １ ５ ｍ 以 下 の も の  

(6) 街 路 灯 、 照 明 灯 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の の 建 設 で 高 さ が

１ ０ ｍ 以 下 の も の  

３  次 に 掲 げ る 法 第 １ ６ 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 開 発 行 為 、 土

地 の 開 墾 、 土 石 の 採 取 、 鉱 物 の 掘 採 、 及 び そ の 他 の 土 地 の 形 質

の 変 更  

(1) 行 為 の 対 象 と な る 土 地 の 面 積 が １ ,０ ０ ０ ㎡ 以 下 の も の  

(2) 当 該 行 為 に 伴 い 生 じ る の り 面 又 は 擁 壁 の 高 さ が ５ ｍ 以 下 か

つ 長 さ が １ ０ ｍ 以 下 の も の  

(3) 採 石 法 に 基 づ き 行 う 岩 石 の 採 取 の 事 業  



４  木 竹 の 伐 採  

(1) 面 積 が ３ ０ ０ ㎡ 以 下 の 伐 採  

(2) 農 業 若 し く は 林 業 に 供 す る 業 務 を 営 む た め に 行 う 木 竹 の 伐

採  

５  次 に 掲 げ る 屋 外 に お け る 土 石 、 廃 棄 物 、 再 生 資 源 そ の 他 の 物

件 の 堆 積  

(1) 堆 積 期 間 が ６ ０ 日 以 下 の も の  

(2) 高 さ が ３ ｍ 以 下 又 は 堆 積 の 用 に 供 さ れ る 土 地 の 面 積 が ２ ０

０ ㎡ 以 下 の も の  

６  こ の 表 に 掲 げ る も の の ほ か 、 良 好 な 景 観 の 形 成 に 支 障 を 及 ぼ

す 恐 れ が な い と 村 長 が 認 め る 行 為  

 


